
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
啓
発
活

動
や
人
権
問
題
の
相
談
に
応
じ
る
な

ど
、
人
権
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
委
員
の

任
期
は
３
年
間
で
、
市
で
は
11
人
が

法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
次
の
人
が
、

１
月
１
日
に
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

再
任

野
上
文
子
さ
ん(

東
倉
内
町)

問
い
合
わ
せ

生
活
課
生
活
係(

東

原
庁
舎
内)

1
内
線
７
７
３
５
１

へ
と
き

２
月
25
日(

火)

か
ら
28
日

(
金)

ま
で
の
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

30
分(
全
４
回)

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

ク
ラ
ブ
室

内
容

エ
ク
セ
ル
の
基
礎
知
識
、
数

式
を
使
っ
た
表
と
グ
ラ
フ
の
作
成

な
ど

対
象

市
内
に
在
住
す
る
60
歳
以
上

の
全
日
程
に
参
加
可
能
な
人
で
、

エ
ク
セ
ル
を
使
う
の
が
初
め
て
の

人
、
ま
た
は
初
心
者

定
員

10
人(

超
え
た
場
合
は
抽
選)

受
講
料

無
料(

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ

ン
タ
ー
使
用
料
は
別
途)

申
し
込
み

２
月
16
日(

日)

ま
で
に

電
話
、
ま
た
は
直
接
ふ
れ
あ
い
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ

※
休
館
日
の
月
曜
日
を
除
く
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
７
時

問
い
合
わ
せ

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン

タ
ー
1

３
４
９
７
へ

と
き

２
月
21
日(

金)

午
後
２
時
〜

４
時

と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

会
議
室

対
象

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い

る
家
族

定
員

20
人
程
度

費
用

無
料

申
込
期
限

２
月
19
日(

水)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
1

１
１
１
２
■

県
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
内

田
病
院
1

５
３
５
９
へ

講
師
の
話
を
聞
い
た
り
参
加
者
同

士
で
感
想
を
話
し
合
い
な
が
ら
、
優

れ
た
文
学
作
品
の
世
界
を
よ
り
深
く

知
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

３
月
８
日(

土)

午
後
２
時(

１

時
30
分
受
け
付
け
開
始)

と
こ
ろ

図
書
館
４
階
視
聴
覚
室

講
師

前
高
崎
東
高
等
学
校
校
長

箕
輪
明
さ
ん

テ
キ
ス
ト

葉
室
鱗
著「
風
渡
る
」

(
集
英
社
文
庫)

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す

問
い
合
わ
せ

図
書
館
1

０
５
５

０
へ

地
域
や
各
団
体
の
皆
さ
ん
で
、
ご

み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り

組
み
ま
せ
ん
か
。
古
紙
や
空
き
缶
、

古
着
な
ど
の
資
源
を
集
め
る
と
、
奨

励
金
が
１
kg
当
た
り
６
円
交
付
さ
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

環
境
課
廃
棄
物
係

(

東
原
庁
舎
内)

1
内
線
７
７
３
７

３
へ

12

広報ぬまた 平成26年２月１日

市役所 123－2111524－5179 白沢町振興局 153－2111553－2188 利根町振興局 156－2111556－3674

今
年
３
月
に
、
中
学
校
や
高
校
、

大
学
、
専
門
学
校
な
ど
を
卒
業
し
、

利
根
沼
田
地
区
の
事
業
所
へ
就
職
す

る
人
を
対
象
に
、
社
会
人
と
し
て
必

要
な
基
礎
知
識
を
身
に
付
け
る
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

３
月
26
日(

水)

午
前
10
時

と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

多
目
的
ホ
ー
ル

参
加
費

１
人
５
０
０
円(

事
業
主

負
担)

申
し
込
み

３
月
13
日(

木)

ま
で
に

事
業
所
単
位
で
所
定
の
用
紙
に
記

入
の
上
、
参
加
費
を
添
え
て
産
業

振
興
課
商
工
振
興
係
へ

問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課
商
工
振

興
係
1
内
線
３
２
５
５
へ

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
地
域
の
活
性
化
や

課
題
解
決
に
向
け
た
市
民
の
自
主
的

な
活
動
を
対
象
に
、
早
い
時
期
か
ら

の
事
業
着
手
を
可
能
と
す
る
た
め
、

平
成
26
年
度
の
事
業
計
画
を
事
前
に

募
集
し
ま
す
。

行
政
区
や
市
民
活
動
団
体
の
新
た

な
取
り
組
み
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

補
助
対
象
事
業

▽
市
民
協
働
を
進

め
て
い
く
た
め
に
必
要
な
事
業
▽

ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
事
業
な
ど

補
助
対
象
者(

団
体)

▽
５
人
以
上

で
構
成
し
、
過
半
数
が
市
内
に
在

住
、
在
勤
、
ま
た
は
在
学
し
て
い

る
▽
市
内
に
活
動
拠
点
を
持
ち
、

市
内
で
活
動
し
て
い
る

補
助
対
象
経
費(

事
業
実
施
の
た
め

に
直
接
必
要
な
経
費)

▽
講
師
の

謝
礼
・
交
通
費
▽
チ
ラ
シ
な
ど
の

印
刷
代
、
用
紙
代
、
消
耗
品
代
▽

会
場
使
用
料
、機
材
借
り
上
げ
料
、

原
材
料
費
▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

料
、
郵
送
料
▽
５
万
円
未
満
の
備

品
購
入
費
な
ど

補
助
対
象
外
経
費

▽
団
体
の
経
常

的
な
運
営
維
持
管
理
経
費
▽
団
体

構
成
員
に
対
す
る
人
件
費
、
謝
礼
、

飲
食
費
な
ど
▽
５
万
円
以
上
の
備

品
購
入
費
▽
そ
の
他
補
助
す
る
こ

と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る

経
費

事
業
実
施
期
間

４
月
１
日(

火)

〜

翌
年
３
月
31
日(

火)

※
継
続
が
必
要
な
場
合
は
、
連
続
し

て
２
年
を
限
度
と
し
ま
す

補
助
率
お
よ
び
補
助
限
度
額

１
年
目

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内
で
15
万
円
が
上
限

２
年
目

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の

１
以
内
で
10
万
円
が
上
限

※
対
象
事
業
費
が
10
万
円
以
上
の
事

業
が
対
象
で
す

申
込
期
限

３
月
31
日(

月)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
民
活

動
セ
ン
タ
ー(

保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
内)

1

８
４
４
４
へ

■
一
般
幹
部
候
補
生

受
験
資
格

一
般
・
技
術

大
学
卒
業
程
度
試
験

20
歳
以
上
26

歳
未
満
の
人

※
22
歳
未
満
の
人
は
大
学
卒(

見
込

み
を
含
む)

で
あ
る
こ
と

大
学
院
卒
者
試
験

修
士
課
程
修
了

者(

見
込
み
を
含
む)

な
ど
で
20
歳

以
上
28
歳
未
満
の
人

歯
科
・
薬
剤

詳
細
は
、
自
衛
隊
沼

田
地
域
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

申
込
期
限

４
月
26
日(

土)

■
予
備
自
衛
官
補

受
験
資
格

一
般

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
人

技
能

18
歳
以
上
で
、
保
有
す
る
技

能
に
応
じ
て
53
歳
か
ら
55
歳
未
満

の
人

申
込
期
限

４
月
３
日(

木)

※
試
験
日
や
試
験
会
場
な
ど
は
自
衛

隊
沼
田
地
域
事
務
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊

沼
田
地
域
事
務
所
1

４
１
１
１

へ

13

お
知
ら
せ

人
権
擁
護
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業
計
画
を
募
集
し
ま
す

自
衛
官
な
ど
を
募
集
し
ま
す

新
規
学
卒
就
職
者
研
修
会
を
開
催

し
ま
す

募
　
　
集

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン

教
室(

エ
ク
セ
ル
入
門
コ
ー
ス)

の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

読
書
研
修
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す 認
知
症
家
族
交
流
会
に
参
加
し
ま
せ

ん
か

集
団
回
収
団
体
を
募
集
し
ま
す

人権って何だろう
～子どもたちの人権を守るために～

法務省の人権擁護機関では、21世紀の社会を担う子ども

たちの人権を守るため、｢子どもの人権を守ろう｣を年間強調

事項の一つとして掲げて、積極的にさまざまな取り組みを実

施しています。人権擁護委員が中心となって、学校における

総合的な学習の時間などを利用し、子どもたちが｢いじめ」

について考える機会をつくる｢人権教室」、｢人権の花運動｣の

ほか、｢Ｊリーグ等スポーツ組織と連携・協力した啓発活動｣

など、１年を通して各種人権啓発活動を実施しています。ま

た、児童虐待防止をテーマにした人権啓発ビデオ｢虐待防止

シリーズ　児童虐待｣を作成し、法務局・地方法務局などに

貸し出しを行っているほか、YouTube法務省チャンネルに配

信しています。

さらに、「子どものSOSミニレター」の周知を図る目的で、

腹話術師のいっこく堂さんによる同題名のスポット映像｢子

どもの人権SOSミニレター｣を作成し、人権週間を中心にイ

ンターネットバナー広告における掲載、ＢＳデジタル放送お

よび屋外大型テレビジョン｢Hot Vision銀座｣における放映の

ほか、YouTube法務省チャンネルに配信しています。

子どもの人権について理解を深める学習や、いじめや児童

虐待など子どもの人権に関する問題についての取り組みを通

して、子どもの人権を尊重する社会の実現を目指しましょう。

(｢平成25年度版　人権教育・啓発白書｣より一部抜粋)

問い合わせ 社会教育課社会教育係1内線３３３３へ���
���

月
火
水
木
金
土・日

内服薬の知識
とんぷく薬
胃の痛みと胃薬
歯の変色、黄ばみ
歯垢・歯石と歯周病
歯周病と心臓血管疾患

■1０２７(２３４)４
ヨ

９
ク

７
ナ

０
レ

を回すと
約３分間の健康講話が聞けます。

■HP：http://www.raijin.com/kenko/

【直接相談タイム】直接医師が電話にでます。２月
は５日(水)(皮膚科・外科)と13日(木)歯科です。
午後７時30分から９時まで。

２月の健康テレホンサービス

消防団員募集
沼田市消防団本部

～自分たちの地域は

自分たちで守る～

問い合わせ 防災対策課消防係1内線３３６３へ

、


